
　市役所の市議会議場で開催し、市内の5中学校から21人
の生徒が参加。子ども議員が日常で感じた疑問や要望を市
の執行部に質問し、「子どもたちと高齢者の交流の機会を増
やしては」など10件の意見を発表しました。

参加した生徒は「緊張したけれど貴重な経験ができた。これからも
まちのために何ができるか考えていきたい」と振り返りました

中学生が議会を疑似体験
８月10日　平成30年度菊池市子ども議会

　第8回全日本女子〈小学生・中学生〉軟式野球九州大会兼
第7回ろうきん杯大会が水前寺野球場などで行われ、中学
生の部で熊本県チーム(熊本暴れん坊ガールズクイーンズ)
が優勝。チームには泗水中学校の生徒2名も出場しました。

川
かわ

上
かみ

樹
この

香
か

さん(泗水中1年)（前列右端）と松
まつ

田
だ

麻
ま

衣
い

さん（泗水中3年）
（後列右から3番目）が出場。見事栄冠を勝ち取りました

県のチームが全国大会で優勝
８月18日、19日　全日本女子軟式野球大会

　子どもたちの健やかな成長の手助けや集中力、協調性を
身につけさせることを目的に北原区が実施しており今年で４
回目。区内の児童約20人が参加し、互いに教え合いながら
習字や夏休みの宿題などに取り組みました。

学習後は紙芝居グループ「妻篭座」が登場。紙芝居とマジック、演奏
を披露しました。マジックの種明かしに児童たちは興味津々

地域で取り組む夏休み学習会
８月8日、９日　北原区公民館

熊本ヴォルターズ選手が指導
８月19日　バスケットボールクリニック

　青少年にプロ選手の技術を体感してもらおうと東京ドー
ムスポーツが主催。柿

かき

内
うち

輝
き

心
しん

選手、菊
きく

池
ち

広
ひろ

明
あき

選手が約60人
の小中高生を指導しました。参加者はプロ選手のスピード
感溢れるパスやシュートに目を輝かせていました。

実技を交えてのポイントや注意点の説明の後は、すぐに実践練習

　玉祥寺区の夏祭りと、震災の犠牲者の鎮魂と復興を祈る
「玉祥寺万灯会」が同時開催されました。カラオケや手持ち
花火のほか、近隣の春日神社では影絵も披露。新たに誕生
した玉祥寺の盆踊りもお目見えし、夏の夜を彩りました。

玉祥寺の本堂や春日神社などに並べられたろうそくによって浮かび
上がる幻想的な光景

震災復興の願いを込めて
８月15日　玉祥寺万灯会・夏祭り

　今年も「熊本県下最大１．５尺玉」をテーマに開催されまし
た。上空４００㍍で直径４００㍍に広がる巨大な打ち上げ花火
は県北では泗水地区のみ打ち上げ可能です。祭りの最後に、
泗水の夜空に大輪の花を咲かせました。

ステージではさまざまな団体によるダンスや
牛乳早飲み大会、ライブなども行われました

泗水の夜空に１.5尺玉の大輪
８月14日　しすい孔子公園夏まつり
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　山鹿市カルチャースポーツセンター駐車場で開催され、
県内各地から26チームが出場。７月29日に開催された菊池
市支部大会で優勝した第７分団が本市代表として出場し、息
の合った操法で日頃の訓練の成果を披露しました。

輝かしい成績に笑顔を見せる団員。木
きの

下
した

彰
あきら

選手（今）（右端）は指揮
者の部で優秀選手賞を受賞しました

菊池市消防団第７分団が３位入賞
９月２日　第31回熊本県消防操法大会

　菊池北小学校の4年生50人が迫間川で水質・水生生物の
調査を行いました。菊池川河川事務所や菊池地区広域協定
運営委員会の会員も参加。見つけた生物の発表をしたほか、
水のにごりの調査などを行いました。

児童からは「ジュースなどで川がにごることがわかった」といった意
見が出されるなど学びを深めました

菊池北小の子どもたちが現地調査
９月19日　水質・水生生物調査

　グループホーム大平で敬老会が開催されました。日本舞
踊教室「きみノ会」の子どもたちが舞いを披露したほか、同
ホームの牧

まき

俊
とし

郎
ろう

代表（深川）がバナナの叩き売りを実演。観
覧していた高齢者や家族は大喜びでした。

家族や職員らとともに全員で記念撮影。入所者たちは楽しい時間を
過ごしました

入所者たちの敬老会
９月17日　グループホーム大平

　泗水ホールで金婚夫婦表彰式が開催されました。今年は
117組の夫婦が金婚を迎え、８４組が参加。旧友との再会を
懐かしむ姿も多く見られ、50年の節目を祝う人たちで会場
は大いに賑わいを見せました。

代表で表彰状と記念品を受け取る
にし

口
ぐち

功
こう

六
ろく

さん・壽
ひさ

子
こ

さん夫妻（間
所）

いつまでも仲睦まじく
９月８日　金婚夫婦表彰式

　農業を営む上
うえ

野
の

智
とも

美
み

さん（大琳寺）が千畳河原に観光案
内看板を設置しました。周辺の観光スポットがイラストで紹
介され、分かりやすいと好評。上野さんはもみじや桜の苗木
の植栽など、地域の観光振興に取り組んでいます。

「少しでも地域の活性化につながればうれしい」と笑顔を見せる上野
さん。夏季は千畳河原で農園カフェを営業しています

看板で観光客をおもてなし
８月30日　千畳河原に観光案内看板設置

　市中央図書館で開催し、市内外から50人以上が参加。人
気雑誌「月刊ソトコト」編集長の指

さし

出
で

一
かず

正
まさ

さんをゲストに迎
えてのスペシャルトークでは、先進的なまちづくりの事例が
紹介され、参加者は熱心に聞き入っていました。

フューチャーラボKIKUCHIは、各分野で活躍する講師陣を迎えて全
６回開催されます

若者のまちづくりを応援！
９月１１日　フューチャーラボKIKUCHI
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※ホームページにもまちの話題を掲載しています。ぜひご覧ください。
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

■９月22日　ボクシングフェザー級
森
もり

武
む さ し

蔵選手記者会見、後援会発足

　菊南温泉ユウベルホテルで、本市泗
水町出身のプロボクサー森武蔵選手が
WBOアジアパシフィック王座挑戦の
記者会見を開催。試合は11月25日㈰
に愛知県刈谷市で予定。会見後は後援
会設立記念パーティも行われました。

森選手は「この挑戦は通過点。11月にチャン
ピオンになるのは僕です」と語りました

■８月８日　菊池４Ｈクラブが講演
農業の先輩が菊農生にアドバイス

　若手農業者で結成している菊池４Ｈク
ラブが、菊池農業高校で出張講座を実
施。高校生による研究発表の後、同ク
ラブの井

いの

上
うえ

致
よし

伸
のぶ

さん（高柳）が「土を売
る」をテーマに講演。生徒は「将来に繋
がる話が聞けました」と振り返りました。

グループトークでは、高校生の進路や悩みな
どにクラブ員がアドバイスを送りました

■８月28日　「笑
わら

育
いく

」出前授業
お笑い芸人が小中学生に漫才指導

　旭志小と旭志中で、「セバスチャン」と
「じなんぼーいず」の２組による出前授
業が開催。笑いの仕組みを知り、芸人
の発想法や思考法を学ぶことで発想力
やコミュニケーション能力を身に付ける
ことを目指します。

恥ずかしがっていた児童たちも、芸人の指導
で徐々に自分を表現出来るようになりました

■８月16日　災害時相互応援協定　
古代山城のつながりが防災協定へ

　地震などの大規模災害時に相互協力
ができるよう、福岡県大野城市と協定
を締結しました。本市と大野城市はそ
れぞれ古代山城を有する共通点があり、
古代山城サミットやイベント参加時の
交流が災害時の連携につながりました。

井
いの

本
もと

宗
そう

司
じ

大野城市長㊨。熊本地震では大野
城市からの支援が大きな力になりました

■８月1２日　全国高等学校剣道大会
津

つ

野
の

愛
あい

梨
り

さんが全国大会優勝

　本市出身で中村学園女子高２年の津
野愛梨さん（正院町）が、三重県で開催
された第65回全国高等学校剣道大会
団体戦で優勝しました。津野さんは「来
年は最高学年なので、さらに頑張りたい」
と抱負を語りました。

優勝盾を持つ津野さん（前列右端）と中村学
園女子高校剣道部の皆さん

■９月８日　ロアッソ熊本タウンデイ
市民約100人が会場で応援

　えがお健康スタジアムにてサッカーJ
２リーグのロアッソ熊本VS大分トリニー
タの試合が行われました。この試合は

「菊池市タウンデイ」として、菊池市の
物産ブースなどが登場し、菊池市の食
材を使った商品が販売されました。

今後も市は県民運動推進本部と一体となっ
て、ロアッソ熊本を応援していきます

■９月15日　熊本県民体育祭
菊池郡市が剣道競技で7回目の優勝

　6月10日の郡市民体育祭で優勝した
菊池市チームを中心とした選抜選手で
臨みました。初戦から代表戦となる試
合でしたが、酷暑の中2ヶ月間におよぶ
厳しい練習の成果を十分に発揮して輝
かしい成績を収めました。

桐
きり

陽
よう

介
すけ

監督（亘）（後列右から３番目）や選手、
菊池郡市剣道連盟役員の皆さん

■９月８日　菊池剣道会
感謝を胸に奉仕活動クリーンデー

　日頃の支援の恩返しと郷土愛の育成
を目的に、市総合体育館周辺と城山公
園一帯で城山クリーン大作戦を行いま
した。当日はあいにくの雨でしたが、子
どもたちと保護者約40人が参加し、清
掃活動を行いました。

協力してごみ拾いをする参加者

■９月１３日 地区災害復旧に関する覚書
災害時のライフライン確保に向けて

　非常災害発生時のライフラインの早
期復旧を目的に、市と九州電力株式会
社大津配電事業所が締結しました。今
後は防災訓練や情報交換を重ね、災害
時に円滑な対応ができる体制づくりを
目指します。

山
やま

下
した

修
おさむ

九州電力株式会社大津配電事業所
長㊧、江

え

頭
がしら

実
みのる

市長㊨
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相
あい

澤
ざわ

玲
れ

奈
な

（泗水小３年）

ひろ

田
た

裡
り

子
こ

（菊之池小４年）
百
もも

﨑
さき

紗
さ

羽
わ

（隈府小５年）

上
うえ

野
の

響
ひび

暉
き

（菊池南中３年）
藤
ふじ

川
かわ

千
ち

華
か

（ルーテル学院中２年）
上
うえ

野
の

響
おと

愛
あ

（菊池南中１年）
笹
ささ

原
はら

榛
はる

音
ね

（泗水小６年）

越
おお

猪
い

美
み

月
づき

（隈府小６年）
中
なか

田
た

陽
はる

菜
な

（隈府小５年）

習字部門

２次審査出品作品

ポスター部門

２次審査出品作品
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　明るい選挙啓発コンクールにたくさんの応募をいただきあ
りがとうございました。第１次審査を行い、次の作品を選考し
て第２次審査へ出品しました。第２次審査の結果発表は平成
31年1月予定です。

　皆さんの作品をとおして、選挙に関心を持ってもらうととも
に、明るい選挙の推進につなげていきます。
　第２次審査に出品しました作品は次のとおりです。（敬称略）
問選挙管理委員会　☎0968（25）7201

第２次審査出品作品を紹介します
2018 明るい選挙啓発作品コンクール
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